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台湾の

大理石

はじめに

私は台湾の大理石鉱床の開発計画のため昭和41年2月

9日から3ヵ月の予定で羽田から空路出発した.現地

では次にあげるようた技術指導を行なった.

1.大理石採掘場の設計と輸送関係

2.角材の採掘法と機械器具の使用法

3.所要資金の見積り

4.採掘原価の見積り

｡以上のほかに当然地質調査は行なったわけだが以下

大理石を述べる前に他の地下資源についても若干述べ

てみたい.

鉱巣魅の一部紹介

法定鉱物

金鉱銀鉱錦鉱鉛鉱亜鉛鉱鉄鉱マンガン鉱アン

チモン鉱ニッケル鍍コバルト鉱蒼鉛鉱モリブデン鉱

水銀鉱クロｰム鉱イリドマミウム鉱白金鉱ラヂウム鉱

ベリリウム鉱ウラン鉱タングステン鉱トリウム鉱ジル

コニウム鉱セシウム鉱硫賛硫化鉱銚鉱燐鉱金剛右

明灘天然ソｰダ重晶石棚砂肩墨螢肩滑肩ボｰキ

サイト磁土水晶石綿雲母長眉宝肩ドロマイト

犬理肩天然ガス石炭肩油瑳眉や肩灰眉を合まず水晶

犬理肩宝眉が法定鉱物となっているのは目本と比べて面白い

鉱区面穂の制限

石油右炭は0.05～5km2その他鉱種ばO.02～2.5km2

鉱区税

100m2につき試掘NTO.03元採掘NTO.09元(NT劣二旦

一タイワンダラｰ1元は日本の9円に租る)

井上秀雄

非金鰯資源の鉱薬艦楠

台湾で今最も盛ん柾鉱業は石炭とセメント原料の石

灰石ガラス原料の瑳砂それに次ぎ硫黄粘土等の

採掘カ茎あげられる.近く盛んに柾るだろうと思われる

のは大理石鉱業で政府も力を入れっつあるところであ

る.

その他台湾の特徴ともいうべきものに家庭用レンガ

の製造が酉部平野地域の各地で盛んに行なわれている.

原料はなだらかな丘陵地帯に広く分布する真赤なラテ

ライト質の粘土でその製造は真中に煙突を作りそれ

より少し傾斜をつけて1本から3本位ト;■ネル式の窯

が放射状に突出したものである.生産は明らかでない

が台湾全体に窯が分布しているところからたいへんな

生産量であろうと考えられる.

そのほか台湾ヒスイ台湾トノレコ石が時々新聞を賑わ

している.ヒスイは軟玉(nephrite)で透輝石の集合体

からできており東部地域の蛇紋岩中に脈状として発達

し鮮かな緑色を呈している.指環カフスボタン等

に加工され大半はアメリカに輸出されている.トル
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1.台北駅前広場われわれの受入機関である鉱業研究服務組はこの前にある

台漉の石灰岩･大理石･ド回マイト鉱床分亦図�
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コ石と呼んでいるものは銅鏡を含んだ玉髄で火山岩が

風化して砂礫状になった中に少量含まれているといわれ

ている.また西海岸には砂鉄イルメナイトジルコ

ンが多く西海樟の北部は砂鉄が濃集し南部はジルコ

ンが濃集しているといわれている.私の見た苗粟県の

白砂屯というところの砂を持ち帰えって調べたら全体

の10%がジルコンであった.長径0.2～O.3mm程度

で無色であるが塊状色はうすい褐色を帯び桃色である.

現在台湾では研磨材としてごく少量使用しているだけで

砂鉄の副産物として貯ったジルコンはそのうち売れる

だろうという事で相当量の精鉱を袋やかめに詰めて貯

蔵してある.以上が非金属鉱業のおもなもので近い

将来必ず脚光を浴びると思われるのは花蓮地区の古生

代の石灰岩で時間待ちというところであろう.

眉灰眉

台湾の石灰岩は地質的に次のように分類されている.

隆基珊瑚礁眉灰措��高雄屏東台東膨湖島の海岸練�多孔質で珊瑚の構造を残す�

�更新世石灰岩�高雄屏東台東�非晶質で塊状あるいは多孔質の隆基珊瑚�低苦土質で瑳酸鎖アルミナが高い

珊瑚礁石灰岩�灘難薯灰岩��礁の構造�

��高雄台東嘉義��苦土珪酸録アルミナが高い

中新世石灰岩��台北桃園新竹嘉義花蓮台東��非晶質肩灰岩低苦土で瑳酸僕アルミナが高い

�始新世石灰措�中央山脈の酉側の尾根��緒晶質で片理を有し苦土瑳酸鉄アルミナが低い

結晶質石灰岩����

�古生代万灰岩�中央山脈東側の蘇襖宜蘭から台東にかけた地帯��

アルミナが高い

苦土

アルミナが低い

(EoonomiomimeralTa三wanによる)

以上のうち経済的に活用されているものは更新世ない

し鮮新世の隆基珊瑚礁石灰岩鮮新世ないし中新世石灰

岩中新世石灰岩および古生代石灰岩の4種で前三者

はセメント用後者はセメント製鋼製糖用等にわず

かに供せられている.

商雄付近の隆墾珊瑚礁眉灰岩

高雄駅の北西4k㎜のところにある台湾セメントの採

掘場が駅より容易に眺望でき自動車で約10分程度の

ところである.高さ150m前後の小高い山で採掘場

は南斜面に設けられ階段採掘を行柾いバワｰショベル

を使用している.

石灰石鉱床は工場にごく接近したところにあって走

向N30叩傾斜4ぴSEをもって発達する.石灰岩の上

位には頁岩が発達しセメントの粘土原料となっている.

鉱床の広カ…りは南北に約5km東酉に約2.5k血で酉側

は海に面し東側は市街地となっている.その他同じ

地質状態で高雄の北東岡山付近と高雄の北東5kmか

ら10k㎜のところおよび高雄の南東15kmの新荘付近の

3カ所に認められる.岡山付近のものは南北8k㎜

東酉1.5kmで高雄の北東5kmから10kmのところの

ものは幅数100m延長数100㎜から2kmを有するもの

が3鉱床あり喜新セメント環球セメント東南セメ

ントにより採掘されている.

石灰岩は珊瑚あるいは貝化石を多量に有し淡黄色を

呈し多孔質である.

花蓮付近の古期眉灰岩

台湾東部に発達する膨大な石灰岩はかつて第三紀あ

るいは中生代といわれていたが現在は古生代であろう

といわれている.本石灰岩を挾在する地層は大南漢片

岩と称し絹雲母石英片岩黒色片岩緑泥片岩等を

挾在し西側は漸新世あるいは始新世とされている蘇漢

灘の粘板岩瑳岩礫砦か断層をもって接している.

2.蘇漢と花遵を緒ぷ蘇花公踏石灰潜の艦鑑かつくられごごを遭る

たぴに命の縮まる恩いをした

石灰岩を挾在する大南漢片岩は一般走向N40.E傾斜

30～80.NWを呈し単斜構造を呈するカミある地域で

ほ擦大な脅曲構造が認めら打薫;

3.丑濁水漢の川qで触蘇義に録る橘�
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石灰岩は宜蘭県蘇漢から花蓮県を経て台東県まで分布

しその間150kmを有する.最も規模の大きいところ

は蘇漢から立霧渓付近まで約60王ζ狐の聞が幅10kmを有

し1,000mから2,000mの山が形成され眺望し得る範囲

は全部石灰岩牟らできている.立霧渓以南は3つに分

岐し台東県の関山の西側まで発達し分岐した一つの

岩層の厚さは1kmから2kmに及ぶ.また大濁水付近

から立霧渓にかけては中生代の迷入とされているミグ

マタイトの分布があり岩相は花筒岩質から片理の認め

られるものまである.石灰岩との接触部ではやや粗

晶質となっており熱変成の跡らしいものがみられるが

スカルン鉱物等は全く認められ鮎･.石灰岩の石質は

一般には黒色層状のものが多くその他白灰色層状白

色塊状黒色塊状のものを産し全般に結晶質である.

なかでも白色塊状のものは結晶がやや粗く亀裂の少な

い部分は後述する大理石鉱床の一部となっている.

化学成分

新潮宿灰岩

CaOMgOSi02A1208Fe星08Iglos冒

%労%%%%

52,110,793,870.8501842.16新竹県赤可山

＼〆'

53,361,560,780.5543.58台南県関子嶺

55,580,670,560.2743.24高雄市寿山

(新竹ガラス掻映)

旧期:百灰

�位�

┥

����　

�����

生産利用

珊瑚礁石灰岩

古生代石灰岩

〃

計

岩

Si02A1203Fe208Iglos畠

┥┥

1,990,700.6042.05宜蘭県蘇渓

0,530,100.0443.58宜蘭県南漢

(新竹ガラス提供)

1,488,698tセメント

63,577t製糖

250,645t肥料

��㈬�ぴ���

価格

珊瑚礁肩灰岩NT10元(1t現場渡)

古生代眉灰岩NT20～30元(〃)

セメント会社と生産(1961)

台湾)メント幕測､18､､､､､

二驚=竃/

嘉薪セメント岡山工場402,241t

亜州セメント竹東工場408,837t

東南セメント高雄工場99,852t

永廉セメント楊梅工場44,951t

正泰セメント34,659t

鏡台セメント20,218t

東亜セメント12,313t

環球セメント高雄工場約360,000t

その他5のセメント会社があるが生産量は明らかでない

ド園マイト

わが国では貿易自由化の前後に台湾には素晴しいドロ

マイトがあり日本にはいってくるのではないかという

話をよく聞v'たことがある.栃木県の葛生から八幡ま

で持って行くより1tにつき100円安くしかも品質

がきわめてよいということで一部業界では心配してい

た向きがあった.しかし今度初めて見学して品質は確

かに優れてv'るが鉱床の規模が小さくその可能性は少

ない.私の見学した鉱床は延長数10mで厚さが20m

位文献により得た資料では延長550m厚さ60mの知

亜干渓のものが最大でしかもその鉱床は標高1,000m

余のところにあり現状でほ搬出することができないと

ころにある.したがって台湾ドロマイトが日本に輸入

されることは現状ではその可能は薄くもじ輸入され

るとしても一次産品でたく苦土肥料位は条件しだいで

は考えられる.

分布

ドロマイトは東部に発達する古生代の石灰岩に発達し

分布は地図に示すように延長150kmの間に12鉱床が点在

する.鉱床を胚胎する層準は1～2と考えられる.

これらのうち稼行申の鉱床は大濁水渓の宜蘭県側に3

4.人手によって転石から角材を･)くっているところ

5.高砂族結着とキャンプ場へ拘う途中残ったバンを食べているとこる立

ってv･るのは政府職員のヨ三栄輝氏�
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鉱床花蓮県カナ岸流域に2鉱床花蓮県知亜千渓の川

口近くに川床鉱床が1つある.

産状

宜蘭県大濁水渓流域大濁水の北岸に大成鉱

山建中鉱山台山鉱山の3鉱山があ1)大濁水部落よ

り2～2.5km上流にあっていずれも同じ属準中のもの

で断続した鉱床である出鉱床は標高醐狐位のとこる

にゆるく北酉へ傾斜し鉱床の延長!0◎搬から300節前

後厚幻腕前後を星し傾斜がゆるいために山の表繭

だけが機く採掘で煮る状況であるヨ

花鑑爆沈ナ購流域大濁水から花蓮へ肉り途中

のカナニ岸という通常は水の放い川の両岸に認められる､

蘇花公路から約2隻m上流にありいずれも稼行申である.

鉱床は右岸左岸に認められいずれも走向N30叩傾斜

6ぴWを呈している.規模はそれぞれ延長約工00㎝厚

さ約20mで4つに断続して認められる.

花蓮県知亜千渓流域花蓮市の南25炎㎜にある如

亜干渓流域の清畠山(1986m)に認められる鉱床で台湾

における最大のものである.標高700～五苗20◎剛ζか

けて分布しレンズ状あるいは不規則層状として慧つの

鉱床が認められる.互鉱体の概模は最大延長筋⑪醐

厚さ6肺で普通は厚さ2㈱前後である出鉱床の位置

は花束鉄道の南平駅から酒方約!狐狐の比高速00湖から

90g剛ζかけて発達し川床につくられた道路は2～3

k独まででより以上は金く自然の川床と扱ってお1)仮

に道路をつくったとしても雨期は漢たもとの川床と扱る

ため今後の開発は相娑に時間がかかるものと思細れる自

また鉱床と川床との間は約60む位の急峻匁岩壁の連続で

あるためさらに開発をおくらせる原因となっている.

知亜干渓を渡る南平駅鉄橋付近では川幅約6k狐の

広大な川床地域&汰り石灰岩と1㌦マイトの砂礫のみ

カ童堆積し鉱床を形成している.礫の大きさは径2.30m

から叉狐ぽ為よび砂あ為いは泥質抵もの凄で看灰岩1

ド濠亨イドからで蜜ている､当地城の～マイトは一

旦採取して鐙が少なく校りても増水母紀上流から流れ

に来るもの&川床から新記現われるものをかあり需

要を下圃るこおは扱いようであるヨこのようにドロマ

イト占石灰砦が分布するのは本地域のみで上流になれ

ば石灰岩のみあるいは結晶片岩のみという分布状況で

ある｡なおこの川床一帯はド減マイトの鉱区が設定さ

れておりド漁マイトプラスタｰとして利用されている.

事化成分

麓地

寛繭県大潟永区

買珂束夫渓

花蓮県秀林郷

和平鉱床

〃

カナ捧和仁鉱床

η

木瓜凶積水鉱廉

〃

木瓜山鉱床

〃

清蔑繰上滋鉱瞭

〃

欝鑑禰潔

〃

篇汰鞍渓

〃

瞭子鰯潔

〃

燦命渓

6･大濁水飯店と名づけたキャンプ場ここに着くなリがりく蓼した

晦OC･O細O禽仙O聾鎌O聖導轟O画工gi｡目｡

%茄%%

隻0.4031,480.0146.28

ユ9.7432,100.0145.72

狐蝦3u00.⑪遂蝸｡22

互?･艶鑓･δ遂0.03艦.46

狐鰍狐劔0.0墓掘.20

狐駿孤鰯｡,鱒鋤.輔

狐鋤狐豆竃Φ｡鴻燃.?o

鮒㈱孤鯛奪｡鑓蛾｡o⑪

狐鵡弧蝸簑由鵬幽.顯

狐郷孤郷嚢｡鰯編､3雲

(鰯貝SOR鶯PO焚γ榊2?淡夢､嚢から)

大理葛

大理石鉱床の原則は角材(最低!2才)がとれること

が篤一条件で次に亀匁いし模様のよいものでなくては

なら扱い｡上赫で清楚であり冷色さを感じさせず

落着意を与え匁くては扱も扱い､部屋全体を大理石秘

騒りた恋らば冷い感じで暖かみが放い百薬麗放ものば

かりを貼ってもあ蜜淋来る｡この様に心理的影響漢で

加瞭してなされる大理着工欝は備格のこおをあ護り蚤

冷するようでは相等1ζされ扱いのかもしれない吉早い

請が大理石を償うということはぜいたくなこおで今の

&ころ会社等のビル関係だけで一般家庭に使われるの

は末だ末だ&いうをζるである｡台湾では日本よりさ

らぽ大理有を使踊し二ているところは少匁く一流銀行

一流赤テル位で他はド鰺常イドと石灰岩を種有に使った�
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7.狩に行く高砂族の家族と道づれになった

9.高砂族の子供たち

日本謡で話しかけてきた

8.砂金で有名衣立鰹漢の川口

まだ相当の金が埋もれているらしい

11.粗末なかっこうで何度も川を渡らなければなら狂かった

10･知亜予渓を渡る花束鉄道で川の砂礫は石灰岩と沖マイトのみである

且2.高砂族の青年に背使われて刈を渡っ従こともある�
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現場テラゾｰタイルが非常に発達し大理石の進出をは

ぱかっているようなものである諦

わが国では年に大体35,⑪00tの生産があり外国から

約15,000t輸入しうち台湾から年閥大体3⑪O官位が輸

入されている.台湾大理府の品質はヨｰ樽ツバのもの

ほど高級ではないがわが園のものより高級で価格は

ヨｰロッパ物よりはるかに安く濁水のものより若干高

い程度である.このようなわけで今後閏本が大理石を

ヨｰ回ツバ程度に買ったならば外貨の節約紀なると共

に目中親善にも寄与するというものである割現在台湾

全体で11業者が大理石を採掘し五五葉背が加工を行なっ

ている.台湾における大灘膚鉱床は先記述べた古生層

の石灰岩中にあり政府経済部鉱業研究服務組が今まで

に80鉱床を発見し調査研究を行なっている｡

私が調査を行柾ったのは16鉱床と蛇紋石の2鉱床で

そのうち政府の保留鉱区とたっている大濁水渓の流域に

ある鉱床について5,000分の1地形図による地質調査

と採鉱計画等を行なった.そこは和平部落から歩いて

5時間海抜810mの相当深いところで高砂族4名を

連れ服務組の王栄輝氏と一緒に10日間のキャンプをし

た.その地区は台湾で最も良質の大理石を産するとこ

ろで鉱区の一部で採掘搬出のよい所を選んで採鉱計画

を行なった.まず地質調査と鉱量計算を行ない必要

機械類の選定と工員室事務室機械室火薬庫等の糖

付場所の選定エアパイプの配管潟よぴそれらの必要経

費の算出人員構成給与金額の決定等を行扱い経営規

模を決めた.しかる後に月産額3章000才§王⑪0⑪才

10,000才の3段階にわけてそれぞれ原価計算を行扱っ恋曲

種類

台湾における大理石は岩盤からとれるものと転石か

らとれるものカミあり岩質はやや結晶質で白系から灰白

色孫男系箆種の金部で堪種カ婁ある.

今護で員本紀輸出書れたものは全て転石による白系又

は灰白色系でありた宙転石は傷(割属あるい獄独並し

た模様)があってもわかりにくい場合が多くかつてそ

れを一部属本へ輸出したため悪評をかりたζ&がある謂

以下転石鉱床あ岩盤鉱床紀ついて述べてみたい曲

転篇鉱康

転宥は石灰岩地帯の水盤のない&こるぽ多く現在で

は搬出ぽ便利なとこるは敢尽春れだ感秘ある珪しかし

少し山拠にはいれば護だ巌だ良質のもの洲山積している

とごる秘ある､私の歩い花をこるでは大濁水保留鉱区

と知甑平渓保留鉱区はは巨大ですばらしい転有が凶積

し重要な鉱床を形造っている､両者の鉱区は金地城を

騰査でき柾かったが奥には未だ数知れぬ良質の大理石

秘推定で慧る畠匁為未踏奮の他鉱隊でも良質の転有

の存在は十分紀考えられる封

転宥はその分布状態からみて'石灰砦が崩壊してそ

れ秘土砂を含んだ流水のため紀肉太書れて円磨度を増し

て生成巷れ花もので遠くから大塊カ婁流れて来たもので

は扱い､一大き凄は普通後婁測前後であるが巨大なもの

は長径王㈹程度のものがある,しかしある範囲紀まと

襲っているとは言え川添に点在するためその採取は転

者のところ漢で鶯を作って搬出し匁ければ抵らないとい

う難点がある由転宥は淘汰を受ける場合表面は衝撃

を受けてがすか紀浮いた状態(宥材用講では苑ぬ)紀匁

繊ているため小さ板割属や異質の部分(色碩さが

異る)がはいっても不明な場合があ.り食材にして初め

てわかるということがある.また転石はそれぞれに異

なっ牟柄を示すので大量に同じものを揃えるという場

合は困難がある.しかし転石を食材にする場合は緑と

りだけでよく採掘費を要し扱いのでこの点相当経費

節減どたり鉱床としては非常に重要なものである皇

台湾全体で大理石を採掘していゑのは11鉱山で転石掘

採カ量7鉱山原鉱床採掘淋4鉱山である.そのうち機

械掘淋2鉱山他は手捌はりてギる割

瞭鉱床

はじめ記述べたように大理有鉱床は個冷紀飽を模様

の揃ったものを最底12才以上普通δ⑰～6⑪才(特例と

して五6⑪才)の大慧さのもの淋とれなくては依ら放い｡

偶冷のものがそるうためぽは転有から作ったものより

岩盤からはずしたものが定量そる走るぽは困難が溶いヨ

花と克は東京八箆州ロｰ階フ彩アに屍られる大理孫は

イタリア産で約δ,000才を使用しており原鉱床からと

ったものであるため見事なできぱえを示している.

これが転石などからとったものであればあれだけのも

のをそろえることは出来ないだろう.台湾の大理石鉱

業は序についたばかりで今後は原鉱床の採掘斜行なわ

れ相当の生産が予想される茗しかし山の傾斜淋慧つく

しかも大書遇ぎて実際の採掘紀あたりでは技術酌に困

難なところが多い､私は濁地の業背紀台湾の山は大曽

遁ぎ葛から扱く可く小さな山で仕寮をず=るよう妃お冒

りて度序苦架凄せ花ζと淋ありた｡写真にもあるよう

紀あ護りにもけわしく只遠くから眺める愁けで採掘す

ることは勿論調査するこ&もて慧扱いところが非常に

多い.それに業者は機械掘りをやろうというのは少な

く馴れないごとをするより人海作戦が重んじられており

技術的にも資金面でも機械化するには可成りの時間を要

するように考えられる.現在機械掘りを行なっている�
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13｡大理石の転石立っているのは高砂族の人夫で日本名を長因と言っていた

15.大理石の転者の上で聞きこみをする

ユ4.元目本兵で二泓一ギニアから帰ったという

高砂族の盈長榮雷(同本名は西山長治)

16.高雄郊外にあるセメント原料の隆起遡鰯礁

臨芒､綿ム

17.細工物の大理石粗材花連にある官営の栄民工程管理処大理石工廠

18･横様の下絵を書い先細〕二物のデザインをする女子従業員�



一39一

のは官営の栄民工廠と信利鉱業だけである.

日本の大理石鉱床ではその採掘歩留りが普通10～20%

最高で50%ということもあるがそれは例外的で悪い時

は1目に1tも出ないということもある.同じ鉱床で

も日々にその採掘歩留りが異なってくるというのが日本

の大理石鉱山の現状である.台湾の場合は採掘歩留が

30%を下廻ることは少なく普通40～50%は見込まれる

ところが多い.それは岩質によって変動があり一般

には灰黒色層状のものが歩留り高く50%程度見込まれ

ついで炭白色層状白色塊状黒色塊状の順となる.

また地域によってもある程度の差があるが系統的た関

係は認められ狂い.

東方雲肩公司

東昌肩葵廠

東豊砿業公司

裕華砿業公司

I厘怖石業杜

南山行大理刀工廠

輔導会衆民工程廠

協興石材]二廠

〃

花蓮

〃

〃

〃

〃

〃

高雄

2,000切

細工物

1,200切細工物

2,000切

500切

2,500切

5,000切

生産数字は現況と過去の生産額から類推した.

鉱山の推定生産量8,900才(89,000切)工場の推定生

産量19,000切と推定するとその差約70,000切は過剰

となリこれらは角材あるいは板材として輸出しなけれ

ば匁らたいだろう.

稼行鉱山と生産規模(推定)

会社名�採掘場�鉱床�鉱石�1ケ月生

����産能力

輔導会衆民工程廠�大濁水�転者�白色塊状�3,000才

王昌工砿公司�〃�〃�〃�500才

錦和鉱業杜�カナ岸�転石原鉱床�灰白色層状�1,000才

東豊砿業公司�清水�転眉�淡黒色層状�800才

東昌工芸廠�立霧�転肩原鉱床�灰白色層状�1,000才

萬通石砿公司�〃�転石�淡黒色層状�300才

信利鉱業公司�三枝渓�原鉱床�〃�2,㎝才

啓源石砿�花蓮砂婆当�転石原鉱床�〃�500才

杏壇石砿�銅門�〃�〃�300才

以上のほか宜蘭地域には未調査の数鉱山が採掘を行た

っており大濁水地域で近く開発するのが2社ある.

生産数字は現在の稼行状況と過去の生産額から類推した.

(1才は1立方尺1切は1平方尺)

大理石の価格(以下1才につき)

1.採掘工賃

毒1=貴至言㍊享:;二鴛

機械掘NT33元

2.陸上運賃

大濁水一花蓮60kmNT15元

〃一基隆120kmNT30元

3､

�

�

海上運賃日本までNT22～24元

雑費NT15元

価格

FOB花蓮NT128元(U,S.部3.20)

C&F目木港NT152元(U.S.$380)

大理石工場

会社名

台湾肩材公司

大進石材

蒋台華石材

古山右砿

の

現況

工場

台北

〃

〃

〃

1ヵ月生産能力

(一切は一平方尺)

2,500切

500一王､000切

1,000切

1,500切

むすび

台湾の鉱業を見聞したところでは石炭セメント

石灰石ガラス用珪砂のみが隆盛をきわめ他は未だみ

るべき数量のあるものは少ない.また活用されずにい

る資源もいくつか目についた.石材関係では陽明山付

近の安山岩花蓮地区の片麻岩緑泥片岩および東漢

付近の角閃岩等を今後注目する必要があるその他台湾

全体の各河川にはおびただしい砂利があるが採取して

いるところはほとんどない.大理石は段々と開発され

つつあるが2～3の業者を除いては採掘上の技術的問

題販売面に精通してい粗い祖どの点があり今後どの

程度生産されるかカミ注目されるところである.白系統

の大理石は日本のものより良質で生産に意を注けば日

本側ではかなり消費される機運にある.

セメント原料は珊瑚礁石灰岩が主で古生代の石灰岩

は世界的ともいえはるほど膨大で良質であるにもかかわ

らずその活用はわずかである.それは現在良質の石

灰岩を必要とする諸工業が小規模であった1り皆無の状

態であるためで活用される目もあまり先のことではあ

るまい.ジルコン･イルメナイト･モナザイトは西海

岸に広く分布しているが全く開発されていたい.ジ

ノレコンは世界的にも減少している現在開発が望まれる

ところである.珪砂資源は非常に多く現在ガラスに

相当量が使用されているが日本では最近この種のもの

が枯渇しつつあるところから今後研究課題としておく

ことも無意味では租かろう､また台湾では工作機械関

係も活況ではなくそれに伴う鋳物工業も見るべきもの

はない.将来はこの種の工業が発展して行くにしたが

い珪砂の活用も追々盛んになるだろうと考えられる.

本稿をまとめるに当り王栄耀楊金章呂学後黄

啓明の諸氏に色々ご教示願った.ここに深く謝意を表

するしだいである.最後に台湾の鉱工業の発展を心か

ら祈りたい.(筆者は鉱床部)�


